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○芦屋市立潮芦屋交流センターの設置及び管理に関する条例 

平成２２年１２月１７日 

条例第３８号 

（設置） 

第１条 市民の国際交流活動を推進するとともに，地域社会における相互の親睦及び

文化活動の推進並びに健康の増進に寄与するため，芦屋市立潮芦屋交流センター（以

下「潮芦屋交流センター」という。）を設置する。 

（位置） 

第２条 潮芦屋交流センターは，芦屋市海洋町７番１号に置く。 

（事業） 

第３条 潮芦屋交流センターは，次に掲げる事業を行う。 

(1) 国際交流に関すること。 

(2) 貸室その他施設の利用に関すること。 

(3) 前２号に定めるもののほか，市長が必要と認めること。 

（施設） 

第４条 前条に掲げる事業を行うため，潮芦屋交流センターに次の施設を置く。 

(1) 国際交流センター 

(2) 潮芦屋集会所 

(3) 屋外交流広場 

(4) 駐車場 

（職員） 

第５条 潮芦屋交流センターに必要な職員を置くことができる。 

（開館時間等） 

第６条 潮芦屋交流センターの開館時間は，午前９時から午後９時３０分までとする。

ただし，屋外交流広場については，午前９時から午後９時までとする。 

２ 潮芦屋交流センターの休館日は，次のとおりとする。 

(1) 水曜日 

(2) １２月２８日から翌年の１月４日までの日 

３ 前２項の規定にかかわらず，市長は，特に必要があると認めるときは，開館時間
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若しくは休館日を変更し，又は臨時に休館することができる。 

（使用許可） 

第７条 潮芦屋交流センターを使用しようとする者は，あらかじめ市長の許可を受け

なければならない。許可された事項を変更しようとするときも同様とする。ただし，

次の各号のいずれかに該当するときは，使用を許可しない。 

(1) 公序良俗に反するおそれがあると認められるとき。 

(2) 建物，設備，機器その他の物件を損傷するおそれがあると認められるとき。 

(3) 他人に危害を及ぼし，又は他人の迷惑になるおそれがあると認められるとき。 

(4) 前３号に掲げるもののほか，管理上支障があると認められるとき。 

２ 市長は，前項の許可に潮芦屋交流センターの管理のため必要な範囲内で条件を付

けることができる。 

（使用者の義務） 

第８条 使用者は，建物，設備，機器その他の物件を善良なる注意をもって使用し，

使用終了後又は使用を停止されたときは，直ちにこれを原状に復さなければならな

い。 

２ 使用者は，使用中にその責めに帰すべき事由により建物，設備，機器その他の物

件を滅失又は損傷したときは，その損害を賠償しなければならない。 

（使用許可の取消し等） 

第９条 市長は，使用者が次の各号のいずれかに該当するときは，使用の許可を取り

消し，又は使用を停止し，若しくは退去を命ずることができる。 

(1) 第７条第１項各号のいずれかに掲げる事由が発生したとき。 

(2) 偽りその他不正の手段により使用の許可を受けたとき。 

(3) この条例に違反し，又はこの条例に基づく指示に従わないとき。 

（転貸の禁止） 

第１０条 使用者は，その権利を譲渡し，又は他人に転貸してはならない。 

（施設使用料） 

第１１条 別表第１に掲げる施設の使用者は，同表に定める施設使用料を前納しなけ

ればならない。ただし，国又は地方公共団体が使用するとき，その他特に市長が認

めるときは，後納させることができる。 
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（附属設備等使用料） 

第１２条 別表第２に掲げる附属設備等の使用者は，同表に定める附属設備等使用料

を前納しなければならない。 

２ 前条ただし書の規定は，附属設備等使用料について準用する。 

（駐車場使用料） 

第１３条 駐車場の使用料の額は，駐車時間が１時間以内は無料とし，１時間を超え

るときは，３０分までごとに１００円とする。 

（利用料金） 

第１４条 第１７条第１項の規定により潮芦屋交流センターの管理を指定管理者（地

方自治法（昭和２２年法律第６７号）第２４４条の２第３項に規定する指定管理者

をいう。以下同じ。）に行わせた場合にあっては，使用者は，第１１条から前条ま

でに規定する施設使用料等に代えて，潮芦屋交流センターの利用に係る料金（以下

「利用料金」という。）を前納（駐車場の利用に係る利用料金を除く。）しなけれ

ばならない。 

２ 第１１条ただし書の規定は，施設及び附属設備等の利用に係る利用料金について

準用する。この場合において，同条ただし書中「市長が認めるときは」とあるのは

「指定管理者が認めるときは」と読み替えるものとする。 

３ 第１項の利用料金は，指定管理者が別表第１，別表第２及び前条に定める額の範

囲内において，市長の承認を得て定めるものとする。 

４ 市長は，地方自治法第２４４条の２第８項の規定により，第１項の利用料金を指

定管理者の収入として収受させるものとする。 

（施設使用料等の免除） 

第１５条 市長は，公益上特に必要があると認めるときは，施設使用料，附属設備等

使用料及び駐車場使用料の全部又は一部を免除することができる。 

２ 前項の規定は，前条第１項の利用料金について準用する。この場合において，前

項中「市長は，公益上特に必要があると認めるときは」とあるのは「指定管理者は，

市長が定めた基準に該当するとき，その他市長の承認を得たときは」と読み替える

ものとする。 

（施設使用料等の返還） 
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第１６条 既納の施設使用料，附属設備等使用料及び駐車場使用料は，返還しない。

ただし，市長が特別の理由があると認めるときは，この限りでない。 

２ 前項の規定は，第１４条第１項の利用料金について準用する。この場合において，

前項中「市長が特別の理由があると認めるときは」とあるのは「市長が定めた基準

に該当するとき，その他指定管理者が市長の承認を得たときは」と読み替えるもの

とする。 

（管理の代行等） 

第１７条 市長は，地方自治法第２４４条の２第３項の規定により，潮芦屋交流セン

ターの管理を指定管理者に行わせることができる。 

２ 前項の規定により，指定管理者に潮芦屋交流センターの管理を行わせる場合の当

該指定管理者が行う業務は，次に掲げる業務とする。 

(1) 潮芦屋交流センターの使用の許可に関する業務 

(2) 潮芦屋交流センターの運営に関する業務 

(3) 潮芦屋交流センターの施設，設備等の維持管理に関する業務 

(4) 前３号に掲げるもののほか，潮芦屋交流センターの運営又は維持管理上市長が

特に必要と認める業務 

３ 第１項の規定により，指定管理者に潮芦屋交流センターの管理を行わせる場合の

第６条第３項，第７条及び第９条の規定の適用については，第６条第３項中「市長

は，特に必要があると認めるときは」とあるのは「指定管理者は，あらかじめ市長

の承認を得て」と，第７条及び第９条中「市長」とあるのは「指定管理者」とする。 

（補則） 

第１８条 この条例の施行に関し必要な事項は，規則で定める。 

附 則 

この条例は，公布の日から起算して，１２０日を超えない範囲内において規則で定

める日から施行する。 

別表第１（第１１条関係） 

施設使用料金表 

１ 国際交流センター 

室名 広さ 収容人員 施設使用料金（円） 
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（m２） （人） 朝 昼 夜 

午前９時～正

午 

午後１時～

午後３時 

午後３時～

午後５時 

午後６時～

午後９時３

０分 

多

目

的

室 

２０１

室 

７９多目的

室 

(180)

４８ ２，４００ １，４００ １，４００ ３，１００

２０２

室 

７９ ４８ ２，４００ １，４００ １，４００ ３，１００

２０３

室 

７９ ４８ ２，４００ １，４００ １，４００ ３，１００

２０４室 ７２ ４４ ２，２００ １，３００ １，３００ ２，９００

２０５室 ４３ ２６ １，３００ ８００ ８００ １，７００

２０６調

理・試食室 

７８ ３０ ４，１００ ２，４００ ２，４００ ５，９００

２ 潮芦屋集会所 

室名 広さ 収容人

員 

（人） 

施設使用料金（円） 

朝 

午前９時～正午 

昼 

午後１時～午後５

時 

夜 

午後６時～午後９

時３０分 

１０１室 ５２m

２ 

３２ １，７００ １，９００ ２，２００

１０２室 ３５m

２ 

２２ １，２００ １，５００ １，８００

１０３室 １７m

２ 

１２ ７００ ８００ １，０００

１０４和室 ８畳 １６ １，０００ １，１００ １，２００

３ 屋外交流広場 

区分 施設使用料金（円） 

午前９時～ 午前１１時 午後１時～ 午後３時～ 午後５時～ 午後７時～
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午前１１時 ～午後１時 午後３時 午後５時 午後７時 午後９時 

屋

外

交

流

広

場 

テニスコ

ートA 

１，２００ １，２００ １，２００ １，２００ １，２００ １，２００

テニスコ

ートB 

１，２００ １，２００ １，２００ １，２００ １，２００ １，２００

テニスコ

ートC 

１，２００ １，２００ １，２００ １，２００ １，２００ １，２００

備考 

１ 次の各号に掲げる使用をするときは，当該各号の使用に応じ，それぞれ当該

各号に定める額をこの表の施設使用料に加算する。 

(1) 市外の居住者及び市外の団体等が使用するとき 使用区分に係る施設使

用料の１０割の額 

(2) 使用者が入場料その他これに類するものを徴収するとき。 

ア 入場料等が１，０００円以下のとき 使用区分に係る施設使用料の３割

の額 

イ 入場料等が１，００１円以上のとき 使用区分に係る施設使用料の５割

の額 

(3) 営利につながる展示（即売は禁止）のために使用するとき 使用区分に係

る施設使用料の５割の額 

２ ２区分以上の区分を引き続いて使用しようとするときは，当該引き続いて使

用する区分の間の時間は使用に供して差し支えないものとし，この間の使用料

は徴収しない。 

３ 収容人員の欄の（ ）書は，最大収容人員とする。 

別表第２（第１２条関係） 

附属設備等使用料金表 

種別 品名 単位 使用料金

（円） 

備考 

映写 液晶プロジェクター １式２，０００スクリーンを含む。 

ブルーレイディスクプレーヤー １台１，０００モニターテレビを含
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む。 

音響 多目的室音響装置 １式１，８００マイクを含む。 

２０４室・２０５室音響装置 １式１，０００マイクを含む。 

多目的室ワイヤレスマイクロホン １本 ８００  

CDデッキ １台 ８００  

照明設

備 

屋外交流広場照明設備 １時間 ２５０１時間未満は１時間

とする。 

備考 

１ この附属設備等使用料は，全日をもって１単位とする。（施設の使用許可を

受けていない区分については，使用の許可をしない。） 

２ 市外の居住者及び市外の団体等が使用するときは，附属設備等使用料の１０

割の額を加算する。 

 


